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財団法人 衛星測位利用推進センター
利用実証推進プロジェクト　宛
利　用　実　証　提　案　書
平成 ２３年 　　月 　　日

会社名又は団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者所属･役職･氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．　実証テーマ名（「○○○に関する実証」等、具体的な目的・内容に即して記述）
２．　実証参加機関

主幹実施機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
共同実施機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．　目的及び理由
3.1　実証の目的
3.2　実証が必要な背景･理由
４．　実証内容（端末設置状態［静止、携帯、車載等］、　測位評価の基準［高精度地図、三角点、独自基準点、ジャイロ等］、センチメータ級補強の場合はその条件［リアルタイムor後処理、速度、位置データの出力先等］の記載を含む）
５．　実証希望時期等

実証希望時期：（自）　平成　　　年　　　月　　　日　　（至）　平成　　　年　　　月　　　日　

実証希望時間帯：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実証希望期間･回数：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６．　実証システム構成（必要に応じて、構成図等の資料を添付）

・全体構成
・測位装置の構成（SPAC貸与の測位受信機使用の場合はPC等への接続有無を含む）
７．　システムへの要望事項

7.1　使用信号

（1）QZS補強信号：　（QZS-L1SAIF　or　LEXリアルタイム　or　LEX後処理）　　　　　　　　　　
（2）QZS測位信号：　（QZS-L1CA等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）GPS測位信号：　（GPS-L1CA、L2P等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（4）その他：　（MSAS、地上-BEACON、IMES等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7.2　貸与希望品目及び時期（数の制約により、希望に応えられない場合があります）
貸与希望品目･数：　QZSR（0台）、　　低速移動体端末（0台）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

貸与希望期間：　（自）　平成　　　年　　　月　　　日　　（至）　平成　　　年　　　月　　　日　　　　

使用予定場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QZSR使用の場合の動作モード（複数選択）：ＧＰＳのみ、ＧＰＳ+QZS、ＧＰＳ補強、ＩＭＥＳ　　　
センチメータ級補強の場合の動作モード；　リアルタイム（同期 or 非同期）　or　後処理　　　　

7.3　実証場所

実証予定場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

補強信号受信予定場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7.4　実証前段階でのシステム運用への要望事項（有・無。有の場合は、その内容）

7.5　実証時段階でのシステム運用への要望事項（有・無。有の場合は、その内容）

7.6　実証後段階でのシステム運用への要望事項（有・無。有の場合は、その内容）

7.7　その他
８．　目標成果
９．　成果の用途及びその期待効果（利活用の促進、社会的・経済的効果、波及効果等）
１０．その他（実証に向けての懸案事項、実証参加に係る要望、他のR&D活動との関連有無等）
１１．連絡先

担当者所属･役職・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所在地：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
FAX番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
e-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以　上
複数の実証テーマを提案される場合は、テーマ毎に提案書を分けて作成して下さい。
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